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研究分野： 数物系科学 
科研費の分科・細目：数学、幾何学 
キーワード：原始形式の周期写像、無限次元リー環、熱力学的極限関数、 
 
１．研究計画の概要 
当研究計画の目的は大きくは次の二点から
成る。 
（１）原始形式をリー代数的に構成する為の
リー代数のカテゴリカルな研究 
（２）基本群などのモノイド等の構造の理解
とそれに付随する統計力学的極限関数の構
成の研究 
２．研究の進捗状況 
以下箇条書き的に行われた研究の進捗を述
べる。 
① ウェイト系に対する原始形式をリー環

論的に構成するという一般的プログラ
ムを書き下したのが文献[1]である。その
方針に基づき現在楕円的、カスピダル、
カスピダルリー環が既に構成され、その
最高ウェイト表現の理論を現在執筆中
である。 

② 同じ方針に基づき，行列分解のカテゴリ
を高橋、梶浦との共同研究したのが文献
[2]である。そこでは１４個の例外型特異
点に対するカテゴリの 

③ ウェイト系に属さないが KP や KdV 等
の可積文系との関連で新たな無限次元
ルート系が登場した[8].そのスペクトル
は区間（０、１）で、連続に成る等従来
の常識では考えにくい 

④ 自由因子の補集合のなす基本群の或る
クラスについて、そのザリスキファンカ
ムペン生成系から生成されるモノイド
は常に基本元を持つ事を石部との共同
研究で示した[7]. 

⑤ モノイド上統計力学的極限関数（自由エ
ネルギー関数）を構成する基本理論を 
[5]でかいた。そのご、物理学のダイマー
モデルの理論に触発され、モノイドライ
クと呼ぶクラスの対象に対しても理論

が有効である事が分り現在その新理論
を執筆中である。 

⑥ ここで、５で述べる直接的定義では計算
出来なかったモノイドについて、配列和
の母関数とモノイドの増大母関数（ポア
ンカレ級数）の比を取りその変数と特殊
化する事により極限関数を求める方法
が生まれた（投稿中）。それと、アルテ
インモノイドの増大関数の研究（[3],[5]）
とを組み合わせる事により、アルテイン
モノイドに対する極限関数が決定され
るに至った（投稿中）。 

⑦ 此れ等の計算に使われた一変数ベキ級
数の収束境界に於ける特異性とその係
数の振動との関係が一般的な理論と成
った[10]. 

 
３．現在までの達成度 
 ２．大旨順調に進展している。 
理由：研究目的（１）に関して言うと、進捗
状況の①でのべた、リー環の表現論の研究で
は従来に無い新たな理論が生まれつつ有る
と自負する物である。しかし②ついては、カ
テゴリーを決定する迄に至ったが、その後ル
ート系やリー環の構成等の進展がみられな
い。他方、③のように従来想定していなかっ
た新たな重要と思われるクラスの対象が生
まれる等面白い現象が見つかりつつ有る。ま
た基本群に関しても、基本元をもつモノイド
と言う視点から新たな分析が可能になった
のは丈来の視点を変える大きな収穫と言え
る。 
研究目的の（２）関して言うと、⑤で行われ
た一般理論はこれ迄，全く知られていない研
究であり非常な興味を持って取り組んでい
る。しかし、現状では、具体的に計算された
例が⑥で述べる程度しか無く、更に意味ある
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例を増やす必要が有る。特に、元々の出発点
で あ っ た 、 曲 面 の 基 本 群 に 対 す る ，
Kramer-Wanier 理論や、Yang-Baxeter 方程
式について全く手がついていないのは残念
である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
進捗状況の①や⑤で述べた様な一般的な構
成の研究を引き続き行う一方、③、④ 或い
は６の様に個別の面白い現象にも着目して
それ等の例を更に深める作業も同時に行い
たい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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